
■ 自らの耕作の事業の用に供するための貸借

＜ ■市内等への販売、□農業体験、□調査研究等、□防災協力、□国土・環境保全、□地域特性作物等 ＞

□ 特定都市農地貸付けの用に供すための貸借

農園の概要

都市農地貸借法活用の経緯・取組内容

今後の課題、目標等

〇 営農形態 野菜生産

〇 経営面積 約4,200㎡（うち約2,600㎡を貸借）

〇 栽培作物 野菜約20品目

・ なす、おくら、きゅうり、ねぎなど

京都府京都市

京都市の市街化区域農地
は、市内全農地の約24%を
占め、その内の約87％が生
産緑地に指定されている。

消費地に隣接する強みを
活かし、旬の野菜を周年で生
産し、直売等により消費者に
新鮮な状態で提供している。

地区の概要

【京都市の農業の概要】

貸借の用途

（京都府京都市） 西野明直氏（経営主体）

・ 後継者が就農したこともあり、経営拡大のため農地を探していた。

・ 地権者が８０歳を超えて、体力面で不安を感じ、農業を続けることが困難であったため、顔見知りであった
自分に声がかかった。

・ なす、ねぎ、おくら、葉菜類などの露地野菜を輪作することで周年で生産し、近隣のスーパーの地場野菜
コーナーで販売している。

・ まとまった農地を借りることができたので、生産性が上がり、売上が向上した。

・ 規模拡大は十分にできたので、これを維持し、農地を次世代につなげていきたい。
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□ 特定都市農地貸付けの用に供すための貸借

農園の概要

・ 地域農業の後継者を育成し、八尾市の農業を守っていきたい。

都市農地貸借法活用の経緯・取組内容

今後の課題、目標等

〇 営農形態 野菜生産

〇 経営面積 10,983㎡（うち5,658㎡を賃貸）

〇 栽培作物

・施設野菜 えだまめ、八尾若ごぼう、ねぎ等

・露地野菜 えだまめ、八尾若ごぼう、ねぎ等

大阪府八尾市

市内農地面積は約450ha
程度、約900戸程度の農家
が農業を営んでいます。

大阪市隣接のまちという立
地条件を活かした、近郊農
業が盛んです。「八尾若ごぼ
う」「えだまめ」「紅たで」「花
き・花木」など、多彩な特産
物が栽培されています。

地区の概要

【八尾市の農業の概要】

貸借の用途

（大阪府八尾市）松岡農園 松岡孝明氏（経営主体）

・ 代々農家であり、父の後を継いで営農を開始。八尾市の特産物である「八尾若ごぼう」「えだまめ」等の栽
培を中心に経営規模を拡大。圃場は八尾市内を中心に、市街化調整区域農地、生産緑地と多岐にわた
る。（借入農地5,658㎡のうち2,943㎡が生産緑地）

・ 経営規模の拡大を目的に、ＪＡ大阪中河内、八尾市に農地の借り入れを相談。所有する生産緑地の維持
に苦慮していた市内農家とのマッチングが成立し、貸借が行われた。

・ 生産緑地での営農の際には、周囲に住宅があることから、特に音やにおいに配慮している。
・ 新規就農者の研修の受け入れを積極的に行っている。
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□ 特定都市農地貸付けの用に供すための貸借

経営の概要

・農福連携の継続、田能の里芋が安定的に供給できる体制づくり(農地の確保等）、魅力ある商品開発など。

都市農地貸借法活用の経緯・取組内容

今後の課題、目標等

兵庫県 尼崎市･伊丹市

・全域市街化区域
・農地面積：約200ha
・消費地に近接した都市農地で
トマト、葉物野菜等を中心とした
都市農業を展開している
・尼崎市では市内産野菜を「あ
まやさい」としてブランド化。

地区の概要

【尼崎市・伊丹市の農業の概要】

貸借の用途

（兵庫県尼崎市･伊丹市） 内田大造氏（経営主体）

農園の写真①
【尼崎市】

・地域住民参加により田能の里芋や季節の野菜を栽培し、収穫体験を実施するとともに、小学生の環境体
験学習における農作業、収穫体験を実施している。

・尼崎市内の小学校では給食に田能の里芋が提供されている。

・社会福祉法人「福成会」と連携し、里芋の袋詰めから販売までを委託し就労支援を行い、また就労継続支
援B型事業所の「チャレンジ・コヤリバ」とともに畑作業を行うなど、農福連携にも取り組む。

・栽培した田能の里芋は、JA,コープ、JR西日本あいウィルの協力を得て広く市民へ販売を行っている。

・園田学園女子大学やケーキショップ「ケーキ工房ワタナベ」と連携し、田能の里芋を活用した新商品のス
イートポテト「田能のさとみちゃん」を3月に発売予定。

・令和2年度、地元大学生の協力を得て、災害時に活用できる井戸を農地に設置、｢伊丹市災害時協力井戸
制度｣に登録し、地域住民に周知を図った。

〇 営農形態
野菜生産、農産物加工品の商品開発
尼崎市の伝統野菜「田能の里芋」栽培

〇 経営面積 約6,000㎡（すべて貸借）
〇 栽培作物 露地野菜(里芋等）


